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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像が表示される表示領域と、リンク配線が設けられたリンク領域と前記リンク配線が
接続されたパッドが設けられたパッド領域とを含む画像が表示されない非表示領域とに区
分された基板と、
　前記基板上の前記表示領域に設けられたアレイ素子と、
　前記パッド領域に設けられた第１～第ｎパッド（ｎは自然数）と、
　前記リンク領域に設けられ、前記アレイ素子と前記第１～第ｎパッド間に一対一に接続
された第１～第ｎリンク配線と
　を備え、
　前記第１～第（ｎ／２－１）リンク配線は、互いに平行に延長された斜線部を有し、第
ｐリンク配線の斜線部の幅は第ｑリンク配線の斜線部の幅より広くて、前記第ｐリンク配
線の斜線部の長さは前記ｑリンク配線の斜線部の長さより長く、前記ｐとｑは（ｎ／２－
１）≧ｋ≧ｑ＞ｐ≧１の関係を満たし、前記ｋ、ｐ及びｑは自然数であり、
　１つのデータリンク配線の中心から次のデータリンク配線の中心までの距離で定義され
る前記第１～第ｋリンク配線の斜線部のリンクピッチは、前記第１リンク配線から前記第
ｋリンク配線に行くほど減少して、隣接したリンクピッチ間に公差値を有する等差数列を
なす
　ことを特徴とする液晶表示装置用アレイ基板。
【請求項２】
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　前記第１～第ｎ／２－１リンク配線は、前記第ｎ／２リンク配線を中心として、前記第
（ｎ／２＋１）～ｎリンク配線と対称であることを特徴とする請求項１に記載の液晶表示
装置用アレイ基板。
【請求項３】
　前記第１～第ｋリンク配線の斜線部は、均一な抵抗値を有することを特徴とする請求項
１に記載の液晶表示装置用アレイ基板。
【請求項４】
　前記第（ｋ＋１）～第（ｎ／２－１）リンク配線の斜線部は、等しい幅を有することを
特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置用アレイ基板。
【請求項５】
　前記第（ｋ＋１）～第（ｎ／２－１）リンク配線の斜線部は、前記第（ｋ＋１）リンク
配線から前記第（ｎ／２－１）リンク配線に行くほど減少する幅を有することを特徴とす
る請求項１に記載の液晶表示装置用アレイ基板。
【請求項６】
　前記第（ｋ＋１）～第（ｎ／２－１）リンク配線の隣接した斜線部間のリンク間隔は互
いに同じであることを特徴とする請求項４に記載の液晶表示装置用アレイ基板。
【請求項７】
　前記第（ｋ＋１）～第（ｎ／２－１）リンク配線の斜線部のリンク間隔は、前記第１～
第ｎ／２リンク配線の斜線部の平均ピッチより狭いことを特徴とする請求項４に記載の液
晶表示装置用アレイ基板。
【請求項８】
　前記第２～第（ｎ／２－１）リンク配線は、前記斜線部の一端と前記第２～第（ｎ／２
－１）パッド間にそれぞれ連結された第１垂直部を含み、前記第２～第（ｎ／２－１）リ
ンク配線の第１垂直部は、等しい幅を有するとともに、前記第２リンク配線から前記第（
ｎ／２－１）リンク配線に行くほど増加する長さを有することを特徴とする請求項４に記
載の液晶表示装置用アレイ基板。
【請求項９】
　前記第２～第（ｎ／２－１）リンク配線の隣接した第１垂直部間のリンク間隔は同じで
あることを特徴とする請求項８に記載の液晶表示装置用アレイ基板。
【請求項１０】
　前記第１～第（ｋ－１）リンク配線は、前記斜線部の他端と前記アレイ素子間にそれぞ
れ連結された第２垂直部を含み、前記第１～第（ｋ－１）リンク配線の第２垂直部は、前
記第１リンク配線から前記第（ｋ－１）リンク配線に行くほど減少する長さを有すること
を特徴とする請求項８に記載の液晶表示装置用アレイ基板。
【請求項１１】
　前記第１～第（ｋ－１）リンク配線の隣接した前記第２垂直部間のリンク間隔は異なる
ことを特徴とする請求項１０に記載の液晶表示装置用アレイ基板。
【請求項１２】
　各前記斜線部の前記一端どうしを連結した第１線と各前記斜線部の前記他端どうしを連
結した第２線とは曲線状に設けられていることを特徴とする請求項１０に記載の液晶表示
装置用アレイ基板。
【請求項１３】
　前記第１線は前記第２線より大きい傾斜を有することを特徴とする請求項１２に記載の
液晶表示装置用アレイ基板。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は液晶表示装置用アレイ基板に関し、特に、非表示領域の全部分に対応したリン
ク配線の抵抗値を均一に確保できる液晶表示装置用アレイ基板に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　一般的に、平板型表示装置の一つである液晶表示装置は、陰極線管（Ｃａｔｈｏｄｅ　
Ｒａｙ　Ｔｕｂｅ：ＣＲＴ）に比べて、高画質で、かつ、平均消費電力も同じ大きさの画
面の陰極線管に比べて小さく、発熱量も少なくため、プラズマ表示装置や電界放出表示装
置と共に、近年では、携帯電話やコンピュータのモニター、テレビの次世代表示装置とし
ても脚光を浴びている。
【０００３】
　このような液晶表示装置の駆動原理は、液晶の光学的異方性と分極性質を利用するもの
である。液晶は、その構造が細くて長いため、分子の配列に方向性をもっており、人為的
に液晶に電界を印加して分子配列の方向を制御することができる。
【０００４】
　したがって、液晶の分子配列方向を任意に調節すると、液晶の分子配列が変わるように
なり、光学的異方性により、液晶の分子配列方向に光が屈折するので、これにより、画像
情報を表現することができる。
【０００５】
　以下、添付した図面を参照して従来の液晶表示装置について説明する。
【０００６】
　図１は従来の液晶表示装置用アレイ基板を示した平面図である。
【０００７】
　図示したように、従来の液晶表示装置用アレイ基板１０は画像を具現する表示領域ＡＡ
と画像を具現しない非表示領域ＮＡＡに区分される。
【０００８】
　基板１０上の表示領域ＡＡには、図面上の水平方向に設けられ、スキャン信号が印加さ
れる第１～第ｍゲート配線ＧＬ１～ＧＬｍと、これらの第１～第ｍゲート配線ＧＬ１～Ｇ
Ｌｍと垂直に交差して複数の画素領域Ｐをマトリックス状に定義し、データ信号が印加さ
れる第１～第ｎデータ配線ＤＬ１～ＤＬｎとが配置されている。
【０００９】
　第１～第ｍゲート配線ＧＬ１～ＧＬｍと第１～第ｎデータ配線ＤＬ１～ＤＬｎの交差地
点に対して、一対一に対応して、スイッチングの役割をする複数の薄膜トランジスタＴが
構成されており、また、薄膜トランジスタＴと接触するように画素電極８０が画素領域Ｐ
に対して、一対一に対応して、構成されている。
【００１０】
　また、第１～第ｍゲート配線ＧＬ１～ＧＬｍは、非表示領域ＮＡＡに設けられた第１～
第ｍゲートリンク配線ＧＬＬ１～ＧＬＬｍを介して、第１～第ｍゲートパッドＧＰ１～Ｇ
Ｐｍに接続されている。一方、第１～第ｎデータ配線ＤＬ１～ＤＬｎは、非表示領域ＮＡ
Ａに設けられた第１～第ｎデータリンク配線ＤＬＬ１～ＤＬＬｎを介して、第１～第ｎデ
ータパッドＤＰ１～ＤＰｎに接続されている。
【００１１】
　この時、第１～第ｍゲートパッドＧＰ１～ＧＰｍと第１～第ｎデータパッドＤＰ１～Ｄ
Ｐｎは、それぞれの一部を露出する第１～第ｍゲートパッドコンタクトホール（図示せず
）及び第１～第ｎデータパッドコンタクトホール（図示せず）を介して、画素電極８０と
同一層同一物質からなる第１～第ｍゲートパッド電極（図示せず）及び第１～第ｎデータ
パッド電極（図示せず）にそれぞれ接触される。
【００１２】
　このような第１～第ｍゲートパッド電極（図示せず）と第１～第ｎデータパッド電極（
図示せず）はタブ（Ｔａｐｅ　Ａｕｔｏｍａｔｅｄ　Ｂｏｎｄｉｎｇ：ＴＡＢ）実装工程
を介して基板１０の一側に付着されるゲート駆動回路部及びデータ駆動回路部（図示せず
）と連結されるので、第１～第ｍゲートパッド電極（図示せず）と第１～第ｎデータパッ
ド電極（図示せず）はゲート駆動回路部及びデータ駆動回路部（図示せず）からのスキャ
ン信号及びデータ信号を第１～第ｍゲート配線ＧＬ１～ＧＬｍと第１～第ｎデータ配線Ｄ
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Ｌ１～ＤＬｎにそれぞれ印加する役割をする。
【００１３】
　図２は、図１のＡ領域（すなわち、非表示領域ＮＡＡにおけるデータリンク配線側）を
拡大した図面であって、図３は、図２のＡ領域の左側半分を拡大した図面であり、以下で
は、これらを参照しながら詳細に説明する。
【００１４】
　図２及び図３に示したように、表示領域（図１のＡＡ）と非表示領域ＮＡＡとに区分し
た基板１０上の非表示領域ＮＡＡは、データパッド領域ＰＡとデータリンク領域ＬＡとに
区分されている。データパッド領域ＰＡにおいては、第１～第ｎデータパッド電極ＤＰ１
～ＤＰｎが、一定のパッドピッチＰ１（パッド間隔Ｐ１）で互いに離間されて配置されて
おり、それらの第１～第ｎデータパッド電極ＤＰ１～ＤＰｎに対して一対一に対応して設
けられた第１～第ｎデータリンク配線ＤＬＬ１～ＤＬＬｎは、表示領域（図１のＡＡ）に
設けられた第１～第ｎデータ配線（図１のＤＬ１～ＤＬｎ）にデータ信号を印加する役割
をする。
【００１５】
　この時、第１～第ｎデータリンク配線ＤＬＬ１～ＤＬＬｎは、第１～第ｎデータパッド
電極ＤＰ１～ＤＰｎから分岐した垂直部と、当該垂直部から斜線形態で延長された斜線部
とを含む。
【００１６】
　この時、第１～第ｎデータリンク配線ＤＬＬ１～ＤＬＬｎは、全て、等しい幅Ｗを有す
るように設計されており、第１～第ｎデータリンク配線ＤＬＬ１～ＤＬＬｎ間の離間距離
となるリンクピッチＰ２（リンク間隔Ｐ２）は垂直部と斜線部間に区分なく等間隔に設計
される。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１７】
　しかしながら、前述したような従来の構造においては、中央部に配置された第ｎ／２デ
ータリンク配線ＤＬＬ（ｎ／２）を基準にして、第（ｎ／２－１）データリンク配線ＤＬ
Ｌ（ｎ／２－１）から第１データリンク配線ＤＬＬ１に行くほど、また同様に、第（ｎ／
２＋１）データリンク配線ＤＬＬ（ｎ／２＋１）から第ｎデータリンク配線ＤＬＬｎに行
くほど、各データリンク配線の長さが長くならざるを得ない設計を有する。
【００１８】
　一般的に抵抗は長さに比例して断面積に反比例する。すなわち、配線の長さが長くなる
と電子が通り過ぎなければならない経路が長くなるため、その分だけ抵抗が大きくなる。
【００１９】
　この時、第１～第ｎデータリンク配線ＤＬＬ１～ＤＬＬｎの幅Ｗは全て一定であるため
、第ｎ／２データリンク配線ＤＬＬ（ｎ／２）を基準にすると、左端側近傍と右端側近傍
に行くほど、そこに設けられたデータリンク配線の長さは長いため、その分だけ抵抗が大
きくなるという問題点がある。
【００２０】
　特に、生産単価を下げるためにドライブＩＣの個数を減らそうという研究が活発に進行
しており、その場合には、液晶パネルが大型化されるほどデータリンク配線の数はさらに
増加するようになるだけでなく、左右端近傍に配設されたデータリンク配線の長さもさら
に長くなるという結果をもたらす。
【００２１】
　さらに、高解像度モデルでは、データリンク配線の数が多くなるため、各データリンク
配線間の離間距離であるリンクピッチＰ２がより短くなって、その結果、中央部に配置さ
れたデータリンク配線に比べて、左右端側に設けられたデータリンク配線の抵抗がさらに
上昇するという結果をもたらしてしまい、信号伝達が遅延する等の未充電問題を誘発して
いる。
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【００２２】
　本発明は、かかる問題点を解決するためになされたものであり、リンク領域に対応した
信号配線の設計を変更することにより、リンク領域の全域において均一な抵抗値を有する
リンク配線を備えた液晶表示装置用アレイ基板を得ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００２３】
　この発明に係る液晶表示装置用アレイ基板は、画像が表示される表示領域と、リンク配
線が設けられたリンク領域と前記リンク配線が接続されたパッドが設けられたパッド領域
とを含む画像が表示されない非表示領域とに区分された基板と、前記基板上の前記表示領
域に設けられたアレイ素子と、前記パッド領域に設けられた第１～第ｎパッド（ｎは自然
数）と、前記リンク領域に設けられ、前記アレイ素子と前記第１～第ｎパッド間に一対一
に接続された第１～第ｎリンク配線とを備え、前記第１～第（ｎ／２－１）リンク配線は
、互いに平行に延長された斜線部を有し、第ｐリンク配線の斜線部の幅は第ｑリンク配線
の斜線部の幅より広くて、前記第ｐリンク配線の斜線部の長さは前記ｑリンク配線の斜線
部の長さより長く、前記ｐとｑは（ｎ／２－１）≧ｋ≧ｑ＞ｐ≧１の関係を満たし、前記
ｋ、ｐ及びｑは自然数であり、１つのデータリンク配線の中心から次のデータリンク配線
の中心までの距離で定義される前記第１～第ｋリンク配線の斜線部のリンクピッチは、前
記第１リンク配線から前記第ｋリンク配線に行くほど減少して、隣接したリンクピッチ間
に公差値を有する等差数列をなすことを特徴とする。

【発明の効果】
【００２４】
　この発明は、画像が表示される表示領域と、リンク配線が設けられたリンク領域と前記
リンク配線が接続されたパッドが設けられたパッド領域とを含む画像が表示されない非表
示領域とに区分された基板と、前記基板上の前記表示領域に設けられたアレイ素子と、前
記パッド領域に設けられた第１～第ｎパッド（ｎは自然数）と、前記リンク領域に設けら
れ、前記アレイ素子と前記第１～第ｎパッド間に一対一に接続された第１～第ｎリンク配
線とを備え、前記第１～第（ｎ／２－１）リンク配線は斜線部を有し、第ｐリンク配線の
斜線部の幅は第ｑリンク配線の斜線部の幅より広くて、前記第ｐリンク配線の斜線部の長
さは前記ｑリンク配線の斜線部の長さより長く、前記ｐとｑは（ｎ／２－１）≧ｋ≧ｑ＞
ｐ≧１の関係を満たし、前記ｋ、ｐ及びｑは自然数であることを特徴とする液晶表示装置
用アレイ基板であるので、このようにしてリンク領域に設けられた信号配線の設計を変更
することにより、リンク領域の信号配線の抵抗値を全領域においてほぼ均一な値に確保す
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２５】
　実施の形態１．
　本発明は、ゲートリンク領域及びデータリンク領域に設けられたゲートリンク配線及び
データリンク配線の幅に差異を設けて設計することで、リンク領域の全領域においてリン
ク配線の抵抗値が均一になるように確保できることを特徴とする。
【００２６】
　以下、添付した図面を参照して本発明による液晶表示装置およびその基板について説明
する。
【００２７】
　図４は本発明による液晶表示装置用アレイ基板を示した平面図である。
【００２８】
　図示したように、本発明による液晶表示装置用アレイ基板１１０は画像を具現する表示
領域ＡＡと画像を具現しない非表示領域ＮＡＡに区分される。
【００２９】
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　基板１１０上の表示領域ＡＡには、図面上の水平方向に、スキャン信号が印加される第
１～第ｍゲート配線ＧＬ１～ＧＬｍと、それらの第１～第ｍゲート配線ＧＬ１～ＧＬｍと
垂直に交差して、マトリックス状に複数の画素領域Ｐを定義するとともに、データ信号が
印加される第１～第ｎデータ配線ＤＬ１～ＤＬｎとが設けられている。
【００３０】
　第１～第ｍゲート配線ＧＬ１～ＧＬｍと第１～第ｎデータ配線ＤＬ１～ＤＬｎとの各交
差地点には、一対一対応で、スイッチングの役割をする薄膜トランジスタＴがそれぞれ構
成されている。薄膜トランジスタＴは、各画素領域Ｐに対して一対一対応で構成された画
素電極１８０に接続されている。この時、表示領域ＡＡに設けられた全ての電極及び配線
を含めてアレイ素子という。
【００３１】
　一方、第１～第ｍゲート配線ＧＬ１～ＧＬｍと第１～第ｎデータ配線ＤＬ１～ＤＬｎと
は、それぞれ、非表示領域ＮＡＡに設けられた第１～第ｍゲートリンク配線ＧＬＬ１～Ｇ
ＬＬｍ及び第１～第ｎデータリンク配線ＤＬＬ１～ＤＬＬｎを介して、第１～第ｍゲート
パッドＧＰ１～ＧＰｍ及び第１～第ｎデータパッドＤＰ１～ＤＰｎにそれぞれ接続される
。
【００３２】
　この時、第１～第ｍゲートパッドＧＰ１～ＧＰｍと第１～第ｎデータパッドＤＰ１～Ｄ
Ｐｎは、それぞれの一部を露出する第１～第ｍゲートパッドコンタクトホール（図示せず
）及び第１～第ｎデータパッドコンタクトホール（図示せず）を介して、画素電極１８０
と同一層同一物質から構成された第１～第ｍゲートパッド電極（図示せず）及び第１～第
ｎデータパッド電極（図示せず）にそれぞれ接続される。
【００３３】
　このような第１～第ｍゲートパッド電極（図示せず）と第１～第ｎデータパッド電極（
図示せず）とは、タブ（Ｔａｐｅ　Ａｕｔｏｍａｔｅｄ　Ｂｏｎｄｉｎｇ：ＴＡＢ）実装
工程により、基板１１０の一側に設けられるゲート駆動回路部（図示せず）及びデータ駆
動回路部（図示せず）とそれぞれ接続されるので、第１～第ｍゲートパッド電極（図示せ
ず）と第１～第ｎデータパッド電極（図示せず）とは、ゲート駆動回路部（図示せず）及
びデータ駆動回路部（図示せず）からのスキャン信号及びデータ信号を、第１～第ｍゲー
ト配線ＧＬ１～ＧＬｍと第１～第ｎデータ配線ＤＬ１～ＤＬｎにそれぞれ印加する役割を
する。
【００３４】
　この時、本発明では、第１～第ｍゲートリンク配線ＧＬ１～ＧＬｍと第１～第ｎデータ
リンク配線ＤＬ１～ＤＬｎの幅に差を持たせて設計することを特徴とする。これについて
は、以下、添付した図面を参照しながら詳細に説明する。
【００３５】
　図５は、図４のＢ部分を拡大した図面で、すなわち、非表示領域ＮＡＡのデータリンク
領域は第ｎ／２データリンク配線を基準にして左右対称をなすので、図５では、非表示領
域ＮＡＡのデータリンク領域の左側部分を拡大して図示している。以下では、このＢ部分
を一例として挙げて説明する。
【００３６】
　図５に示したように、基板１１０上の非表示領域ＮＡＡは、データリンク配線が設けら
れたリンク領域ＬＡとデータパッドが設けられたパッド領域ＰＡとに区分される。Ｂ部分
の基板１１０上のパッド領域ＰＡには、第１～第ｎ／２データパッドＤＰ１～ＤＰ（ｎ／
２）が同じパッドピッチＰ１（パッド間隔Ｐ１）を有してそれぞれ互いに離間して配置さ
れている。第１～第ｎ／２データパッドＤＰ１～ＤＰ（ｎ／２）に一対一に接続された第
１～第ｎ／２データリンク配線ＤＬＬ１～ＤＬＬ（ｎ／２）は、それぞれ、第１～第ｎ／
２データ配線（図４のＤＬ１～ＤＬ（ｎ／２））に接続される。
【００３７】
　この時、第１データリンク配線ＤＬＬ１は、その途中の箇所に１つの屈折部（折り曲げ
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部）を有し、屈折部なく直線状に設けられた第ｎ／２データリンク配線ＤＬＬ（ｎ／２）
を基準にして、反対側の第ｎデータリンク配線ＤＬＬｎと対称をなす。また、第２～第（
ｎ／２－１）データリンク配線ＤＬＬ２～ＤＬＬ（ｎ／２－１）は、その途中の箇所に少
なくとも１つの屈折部（折り曲げ部）、すなわち、１個あるいは２個の屈折部を有する（
図では２個）。また、第１ないし第（ｎ／２－１）データリンク配線のそれぞれは、第１
～第（ｎ／２－１）データ配線ＤＬ１～ＤＬｎの延伸方向に対して所定の角度をなすよう
に設けられた斜線部を含み、隣接したデータリンク配線の斜線部間のリンクピッチＰ２（
リンク間隔Ｐ２）は第１データリンク配線ＤＬＬ１から第ｎ／２データリンク配線ＤＬＬ
（ｎ／２）に行くほどリンクピッチＰ２が差等的に減少するように設計されたことを特徴
とする。これと同様に、図面上に図示しなかったが、第（ｎ／２＋１）～第（ｎ－１）デ
ータリンク配線（図４のＤＬＬ（ｎ／２＋１）～ＤＬＬ（ｎ－１））は少なくとも１つの
屈折部を有し、隣接したデータリンク配線の斜線部間のリンクピッチは第ｎデータリンク
配線（図４のＤＬＬｎ）から第（ｎ／２＋１）データリンク配線（図４のＤＬＬ（ｎ／２
＋１））に行くほど減少する。ここで、各リンクピッチＰ２は、１つのデータリンク配線
の中心から次のデータリンク配線の中心までの距離で定義することができる。あるいは、
１つのデータリンク配線の一方の側から次のデータリンク配線の（同じ側の）一方の側ま
での距離で定義することもできる。なお、上述の説明においては、第１データリンク配線
ＤＬＬ１が１個の屈折部を有する例について説明したが、その場合に限らず、２個以上の
屈折部を有することもでき、また、第ｎ／２データリンク配線ＤＬＬ（ｎ／２）に隣接し
たいくつのデータリンク配線を、屈折部のない直線状に設けることもできる。
【００３８】
　さらに詳細には、リンク領域ＬＡの中央部に設けられた、第ｎ／２データリンク配線Ｄ
ＬＬ（ｎ／２）に対応するリンクピッチＰ２は、図２に示した従来のリンクピッチより狭
い間隔に設計され、第ｎ／２データリンク配線ＤＬＬ（ｎ／２）のリンク配線の幅Ｗおよ
び長さは、図２に示した従来のリンク配線の幅Ｗおよび長さと同じである。したがって、
リンク領域ＬＡの中央部におけるデータリンク配線の抵抗値は従来と比較して増加される
。なお、リンクピッチＰ２を狭くする処理は、中央部の一箇所だけでなく、中央部近傍の
数箇所で行うようにする。但し、図５に示すように、端部に行くほど、徐々に、リンクピ
ッチＰ２が広くなるように設計する。
【００３９】
　本発明では、上述のように、リンク領域ＬＡの中央部分近傍においてリンクピッチを狭
くすることにより、リンク領域ＬＡの両端部近傍においては、従来よりも広いリンクピッ
チを確保することができる。そのため、本発明においては、リンク領域ＬＡの両端部近傍
において、そこに設けられたデータリンク配線の長さが長くなっても、両端部近傍におけ
る十分なリンクピッチの確保で、この部分に設けられたデータリンク配線の幅を広く設計
することができるという特徴を有する。言い換えると、第ｐリンク配線の斜線部の幅Ｗが
第ｑリンク配線の斜線部の幅Ｗより広くて、第ｐリンク配線の斜線部の長さは第ｑリンク
配線の斜線部の長さより長い。この時、ｐとｑは、（ｎ／２－１）≧ｋ≧ｑ＞ｐ≧１の関
係を有し、ｋとｐとｑは自然数である。本実施の形態で、第１～第ｎ／２データリンク配
線ＤＬＬ１～ＤＬＬ（ｎ／２）に対応したリンクピッチＰ２は、第１データリンク配線Ｄ
ＬＬ１に行くほど漸次的に増加し、第１～第ｎ／２データリンク配線ＤＬＬ１～Ｄｌｌ（
ｎ／２）のリンク配線の幅Ｗは、第１データリンク配線ＤＬＬ１に行くほど漸次的に増加
する。これにより、リンク領域ＬＡの端部に設けられたデータリンク配線の抵抗値は減少
されることを特徴とする。
【００４０】
　このような構成にすることにより、本実施の形態においては、リンク領域ＬＡの端部と
中央部とにおける抵抗値を均一に確保できるという効果が得られる。
【００４１】
　図６は、図５を詳細に示した拡大平面図で、これを参照しながらさらに詳細に説明する
。
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【００４２】
　図示したように、図６は、第１ないし第（ｎ／２）データリンク配線ＤＬＬ１ないしＤ
ＬＬ（ｎ／２）が設計された部分を拡大した図面で、第１～第（ｎ／２）データリンク配
線ＤＬＬ１～ＤＬＬ（ｎ／２）を包む矩形（長方形）を定義し、この矩形（長方形）の四
辺である第１、第２、第３、第４辺を、それぞれ、Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３、Ｓ４と定義した時
、第１データリンク配線ＤＬＬ１の垂直部がそれに沿って設計される第４辺Ｓ４上の任意
のａ点と、リンク領域（図５のＬＡ）と表示領域（図４のＡＡ）の境界部に位置する第３
辺Ｓ３に対応した任意のｂ点と、第（ｎ／２）データリンク配線ＤＬＬ（ｎ／２）がそれ
に沿って設計される第２辺Ｓ２と第３辺Ｓ３との交点であるｃ点と、第１～第（ｎ／２）
データリンクパッド（図５のＤＰ１～ＤＰ（ｎ／２））のデータリンク配線に接続される
側の端部がそれに沿って設けられる第１辺Ｓ１上の任意のｄ点を選定する。なお、第１辺
Ｓ１を、リンク領域（図５のＬＡ）とパッド領域（図５のＰＡ）との境界部としてもよい
。
【００４３】
　前記ｂ点に対応した任意のデータリンク配線を第ｋデータリンク配線ＤＬＬｋと定義す
ると、前記ｂ点に対応した第ｋデータリンク配線ＤＬＬｋとｃ点とｄ点とを連結させた点
線Ｈとが接する接点であるｅ点を選定することができる。ここで、ｋは１より大きくてｎ
／２より小さい自然数である。この時、前記ａ、ｂ、ｃ、ｄ、ｅ点により、図６に示すよ
うに、第１、第２、第３、第４領域Ｉ、ＩＩ、ＩＩＩ、ＩＶに区分される。すなわち、第
１領域Ｉは、第３辺Ｓ３と第４辺Ｓ４とａ点とｂ点とを連結させた点線Ｇとにより定義さ
れて、第２領域ＩＩは、第１辺Ｓ１と第４辺Ｓ４とａ点とｂ点とを連結させた点線Ｇとｂ
点とｅ点とを連結させた点線とｄ点とｅ点とを連結させた点線Ｈとにより定義される。第
３領域ＩＩＩは、第１辺Ｓ１と第２辺Ｓ２とｃ点、ｅ点及びｄ点を連結させた点線Ｈとに
より定義され、第４領域ＩＶは、第３辺Ｓ３とｂ点とｅ点とを連結させた点線とｅ点とｃ
点とを連結させた点線Ｈとにより定義される。
【００４４】
　第１～第（ｋ－１）データリンク配線ＤＬＬ１～ＤＬＬ（ｋ－１）は、第１～第（ｋ－
１）データパッド（図５のＤＰ１～ＤＰ（ｋ－１））に接続され、それぞれ、図面上の垂
直方向に沿って延長された複数の第１垂直部と、それらの複数の第１垂直部からそれぞれ
屈折して互いに平行に延長された複数の斜線部と、それらの複数の斜線部からそれぞれ屈
折して互いに平行に延長されて第１垂直部に対して平行な複数の第２垂直部とを含む。こ
の時、第１データリンク配線ＤＤＬ１は、第１垂直部を構成しないで、斜線部と第２垂直
部とだけで構成するようにしてもよい。
【００４５】
　なお、前述したａ点は、最外縁（最端部）に位置する第１データリンク配線ＤＬＬ１の
斜線部と第２垂直部とが会う最外接点で定義されることができる。ａ点の位置は第１デー
タリンク配線ＤＬＬ１の設計によって変わることができるので、これに対しては後述する
。
【００４６】
　この時、第１～第（ｋ－１）データリンク配線ＤＬＬ１～ＤＬＬ（ｋ－１）それぞれの
第１垂直部は第３領域ＩＩＩに、斜線部は第２領域ＩＩに、そして、第２垂直部は第１領
域Ｉに、それぞれ対応して構成される。
【００４７】
　また、第１～第（ｋ－１）データリンク配線ＤＬＬ１～ＤＬＬ（ｋ－１）の第２垂直部
は、第１データリンク配線ＤＬＬ１から第ｋ－１データリンク配線ＤＬＬ（ｋ－１）に行
くほど幅と長さが差等的に減少する設計を有する。ところが、第１～第（ｋ－１）データ
リンク配線ＤＬＬ１～ＤＬＬ（ｋ－１）の幅は同じであることができる。この時、第１～
第（ｋ－１）データ配線（図４のＤＬ１ないしＤＬ（ｋ－１））から遠い側の第１～第（
ｋ－１）データリンク配線ＤＬＬ１～ＤＬＬ（ｋ－１）の第２垂直部の各先端を連結した
線、すなわち、ａ点とｂ点とを連結した点線は、第１屈折線Ｇをなす。なお、第１屈折線
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Ｇは、直線状ではなく、曲線状に設計されることを特徴とする。
【００４８】
　特に、第１～第（ｋ－１）データリンク配線ＤＬＬ１～ＤＬＬ（ｋ－１）のそれぞれの
斜線部において、第（ｋ－１）データリンク配線ＤＬＬ（ｋ－１）から第１データリンク
配線ＤＬＬ１に行くほど各データリンク配線の幅Ｗが差等的に大きくなるように設計され
る。
【００４９】
　前述した図５では、第１～第（ｎ／２）データリンク配線ＤＬＬ１～ＤＬＬ（ｎ／２）
の幅Ｗは考慮されないで、隣接したデータリンク配線の斜線部間の離間距離であるリンク
ピッチＰ２が第１データリンク配線ＤＬＬ１に行くほど差等的に大きくなることを説明し
たが、実際の設計においては、図６のように、第１～第（ｋ－１）データリンク配線ＤＬ
Ｌ１～ＤＬＬ（ｋ－１）の斜線部の幅Ｗ間に差等を置いて設計されるので、第２領域ＩＩ
に設けられた第１～第（ｋ－１）データリンク配線ＤＬＬ１～ＤＬＬ（ｋ－１）の隣接し
た斜線部間のリンクピッチＰ２は同じであることが好ましい。ここで、リンクピッチＰ２
は隣接したデータリンク配線の斜線部の向かい合う側面間の距離で定義されることができ
る。なお、この場合に限らず、第１～第（ｋ－１）データリンク配線ＤＬＬ１～ＤＬＬ（
ｋ－１）の隣接した斜線部間のリンクピッチＰ２は相異なるようにしてもよい。その場合
には、リンクピッチＰ２が第１データリンク配線ＤＬＬ１に行くほど差等的に大きくなる
ようにすることがより望ましい。なお、第（ｋ＋１）～第（ｎ／２－１）データリンク配
線ＤＬＬ（ｋ＋１）～ＤＬＬ（ｎ／２－１）の斜線部の幅Ｗは、等しい幅としてもよく、
あるいは、第（ｋ＋１）から第（ｎ／２－１）データリンク配線に行くほど減少する幅と
してもよい。
【００５０】
　この時、前述した第１～第（ｋ－１）データリンク配線ＤＬＬ１～ＤＬＬ（ｋ－１）の
それぞれの隣接した第２垂直部間のリンクピッチＰ２を第１リンクピッチＦ１とし、第１
～第（ｋ－１）データリンク配線ＤＬＬ１～ＤＬＬ（ｋ－１）の隣接した斜線部間のリン
クピッチＰ２を第２リンクピッチＦ２としたとき、リンクピッチＦ１はリンクピッチＦ２
より広く設計される。なお、第１～第（ｋ－１）データリンク配線ＤＬＬ１～ＤＬＬ（ｋ
－１）の隣接した第２垂直部間の第１リンクピッチＦ１は同じにしてもよいが、互いに相
異なるようにしてもよい。同様に、第１～第（ｋ－１）データリンク配線ＤＬＬ１～ＤＬ
Ｌ（ｋ－１）の隣接した斜線部間の第２リンクピッチＦ２も、同じにしてもよいが、互い
に相異なるようにしてもよい。
【００５１】
　一方、ｂ点とｃ点間に対応した第ｋ～第（ｎ／２－１）データリンク配線ＤＬＬｋ～Ｄ
ＬＬ（ｎ／２－１）は、第ｋ～第ｎ／２－１データパッド（図５のＤＰｋないしＤＰ（ｎ
／２－１））に接続されて、そこからそれぞれ図面の垂直方向に沿って延長された、複数
の第１垂直部と、それらの複数の第１垂直部から屈折して互いに平行に延長された斜線部
とを含むので、前記複数の第１垂直部は第３領域ＩＩＩに、前記複数の斜線部は第４領域
ＩＶにそれぞれ対応して構成される。
【００５２】
　この時、前述した第１～第（ｋ－１）データリンク配線ＤＬＬ１～ＤＬＬ（ｋ－１）と
、第ｋ～第（ｎ／２－１）データリンク配線ＤＬＬｋ～ＤＬＬ（ｎ／２－１）のそれぞれ
の第１垂直部は、第１データリンク配線ＤＬＬ１から第ｎ／２データリンク配線ＤＬＬ（
ｎ／２）に行くほど差等的に長さが長くなる設計を有する。ここで、前記第１～第（ｎ／
２－１）データリンク配線ＤＬＬ１～ＤＬＬ（ｎ／２－１）のそれぞれの第１垂直部の幅
Ｗは相異なることが好ましい。
【００５３】
　第１～第ｎ／２データリンク配線ＤＬＬ１～ＤＬＬ（ｎ／２）のそれぞれの第１垂直部
間のリンクピッチＰ２を第３リンクピッチＦ３とすると、第３リンクピッチＦ３は第１～
第ｎ／２データリンク配線ＤＬＬ１～ＤＬＬ（ｎ／２）間で相異なるようにしてもよい。
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リンク幅Ｗと対応するリンクピッチＦ３との合計で決定される第１～第ｎ／２データリン
ク配線ＤＬＬ１～ＤＬＬ（ｎ／２）の隣接した第１垂直部間のピッチは、互いに同じであ
ることが好ましい。あるいは、第１～第（ｎ／２－１）データリンク配線ＤＬＬ１～ＤＬ
Ｌ（ｎ／２－１）の第１垂直部が等しい幅を有し、第３リンクピッチＦ３が互いに同じで
あるようにしてもよい。
【００５４】
　第１～第（ｎ／２－１）データリンク配線ＤＬＬ１～ＤＬＬ（ｎ／２－１）の隣接した
第１垂直部間の第３リンクピッチＦ３は第１及び第２リンクピッチＦ１、Ｆ２より狭い幅
を有するように設計されるが、一部の場合、第３リンクピッチＦ３は第１及び第２リンク
ピッチＦ１、Ｆ２より広いこともある。
【００５５】
　ここで、前記第１～第（ｎ／２－１）データパッド（図５のＤＰ１～ＤＰ（ｎ／２－１
））から遠い側の第１～第（ｎ／２－１）データリンク配線ＤＬＬ１～ＤＬＬ（ｎ／２－
１）の第１垂直部が終わる各点（先端）を連結した線、すなわち、ｄ点からｃ点を連結し
た点線である第２屈折線Ｈは曲線状であり、第２屈折線Ｈの第３辺Ｓ３に対する傾斜は、
第１屈折線Ｇより大きい傾斜となっている。
【００５６】
　また、前記第ｋ～第（ｎ／２－１）データリンク配線ＤＬＬｋ～ＤＬＬ（ｎ／２－１）
のそれぞれの斜線部において、第ｋ～第（ｎ／２－１）データリンク配線ＤＬＬｋ～ＤＬ
Ｌ（ｎ／２－１）のそれぞれの斜線部の幅Ｗは同じであり、前記第ｋ～第（ｎ／２－１）
データリンク配線ＤＬＬｋ～ＤＬＬ（ｎ／２－１）のそれぞれの隣接した斜線部間の第４
リンクピッチＦ４は等間隔に設計されたことを特徴とする。あるいは、第ｋ～第（ｎ／２
－１）データリンク配線ＤＬＬｋ～ＤＬＬ（ｎ／２－１）の斜線部は相異なる幅を有し、
第４リンクピッチＦ４も相異なるようにすることもできる。この時、第ｋ～第（ｎ／２－
１）データリンク配線ＤＬＬｋ～ＤＬＬ（ｎ／２－１）の各斜線部の幅と第４リンクピッ
チＦ４の合計であるピッチは、従来のピッチ（図３のＷ＋Ｐ２）と同じでもよく、また、
狭くてもよい。
【００５７】
　すなわち、本発明では、第４領域ＩＶでのリンクピッチを従来のリンクピッチより小さ
くして、第４領域ＩＶに対応するデータリンク配線が従来と比較して狭い幅Ｗを有するよ
うに設計することにより、リンク領域（図５のＬＡ）の中央部付近に設けられた複数のデ
ータリンク配線の抵抗を従来より増加させることができ、前記第１及び第２領域Ｉ、ＩＩ
に設けられた複数のデータリンク配線の幅Ｗは端部に行くにつれて差等的に広くなる構造
であるので、リンク領域（図５のＬＡ）外端部付近に設けられた複数のデータリンク配線
の抵抗を従来より減少させることができる。その結果、リンク領域（図５のＬＡ）の全部
分（全領域）における抵抗値をほぼ均一に確保できる特徴がある。
【００５８】
　したがって、本発明では、第ｋ～第ｎ／２データリンク配線ＤＬＬｋ～ＤＬＬ（ｎ／２
）が位置する中央部（付近）と、第１～第（ｋ－１）データリンク配線ＤＬＬ１～ＤＬＬ
（ｋ－１）が位置する外端部（付近）間の抵抗差を均一に確保することができ、それによ
り、信号伝達が遅延する等の未充電問題を解決することができる。
【００５９】
　この時、第４辺Ｓ４に対応した任意のａ点と第３辺Ｓ３に対応した任意のｂ点を選定す
ることが重要な課題と言えるので、これに対しては以下添付した図面を参照しながら詳細
に説明する。
【００６０】
　図７Ａは本発明によるリンク領域の設計値を示した平面図であって、図７Ｂは従来のデ
ータリンク配線の抵抗値Ｒと本発明によるデータリンク配線の抵抗値Ｒ’とをそれぞれ測
定したグラフであって、図７Ｃは従来のデータリンク配線の抵抗値Ｒに対する本発明のデ
ータリンク配線の抵抗値Ｒ’との比であるＲ’／Ｒ値を示したグラフである。
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【００６１】
　一例として、最大１２８１チャネルを有するドライブＩＣを例に挙げて説明する。この
時、図７Ａは、第１～第６４１チャネルに対応するリンク領域の左側半分を示した図面で
あるが、図示の関係上、第１～第６４１データリンク配線の全てを記載しておらず、その
一部のみを記載しているが、以下では、第１～第６４１データリンク配線の全てが図示さ
れていることとして説明する。図７Ｂと図７Ｃで、抵抗値ＲとＲ’はそれぞれ従来と本発
明による第１～第６４１チャネルまでの抵抗値をそれぞれ示す。
【００６２】
　図７Ａ、図７Ｂ、図７Ｃに示したように、第１～第６４１データリンク配線を囲む矩形
（長方形）の四辺を第１、第２、第３、第４辺Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３、Ｓ４と定義した時、当
該矩形（長方形）は、第１、第２、第３及び第４領域Ｉ、ＩＩ、ＩＩＩ、ＩＶを含む。第
４辺Ｓ４に位置した任意のａ点から第４辺Ｓ４と第３辺Ｓ３とが会う点までの長さをＸと
定義する。
【００６３】
　ここで、第１、第２、第３、第４領域Ｉ、ＩＩ、ＩＩＩ、ＩＶで隣接したリンク配線の
向き合う側面間の距離は第１、第２、第３、第４リンクピッチＦ１、Ｆ２、Ｆ３、Ｆ４に
それぞれ定義されて、これらのリンクピッチは、リンク幅とリンクピッチとの合計に基づ
いて定義される。
【００６４】
　前記ａ点を図面の上側に移動させてＸを増加させる場合、第２領域ＩＩに対応したリン
クピッチはますます伸びるようになるので、第２領域ＩＩに対応したデータリンク配線の
幅Ｗを増加させることができて、リンク領域（図５のＬＡ）の端部付近における抵抗をさ
らに減らすことができる。しかしながら、この場合、第４領域ＩＶに対応したリンクピッ
チが小さくなって、第４領域ＩＶに対応したデータリンク配線間ショート不良が発生する
恐れがあるので、Ｘの長さを無制限に増加させることはできない状況にある。特に、図７
Ａに示す、第２領域ＩＩに対応した第１データリンク配線ＤＬＬ１の斜線部の上側に位置
する空間ＶＡは、ゲート駆動信号が印加されるＬＯＧ（ｌｉｎｅ　ｏｎ　ｇｌａｓｓ）配
線（図示せず）が設けられるので、ａ点を上側に移動させてＸを増加させるのには限界が
ある。
【００６５】
　このように、Ｘとａ点を選定することが最も重要な課題と言える。この時、Ｘによって
ｂ点も変わるようになり、Ｘが１～４８００μｍの範囲で設計されることができる。好ま
しくは、第２及び第４辺Ｓ２、Ｓ４が４８００μｍであって、Ｘが１２００μｍ、ｂが第
３６５データリンク配線に対応するように設計した時、最も大きい効果を得ることができ
る。
【００６６】
　図７Ｂ及び図７Ｃの抵抗値Ｒ’は、第２辺Ｓ２が４８００μｍ、Ｘが１２００μｍ、ｂ
が第３６５データリンク配線に対応するように設計した時に得られた値である。
【００６７】
　従来においては、図７Ｂに示されるように、第１～第６４１データリンク配線の抵抗値
Ｒが第１データリンク配線から第６４１データリンク配線に行くほど線形的に減少して、
第６４１データリンク配線は最低値を有する。したがって、外端部における抵抗値Ｒが中
央部における抵抗値Ｒより相当に大きいことが分かる。
【００６８】
　これに反し、本発明では抵抗値Ｒ’が第１データリンク配線から第３６５データリンク
配線までは実質的に均一であり、第３６５データリンク配線からは第６４１データリンク
配線に行くほど漸進的に減少する。なお、ここで、抵抗値Ｒ’は、第１データリンク配線
から第３６５データリンク配線までは実質的に均一であると説明したが、その場合に限ら
ず、第３６５データリンク配線から第１データリンク配線に行くほど少しずつ減少するよ
うにしてもよい。
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【００６９】
　本発明の第２２９データリンク配線の抵抗値Ｒ’は、図７Ｂに示すように、従来の第２
２９データリンク配線の抵抗値Ｒと同じであって、従って、第２２９データリンク配線の
抵抗値比Ｒ’／Ｒは、図７Ｃに示すように、１になり、第１データリンク配線から第２２
８データリンク配線までの抵抗値比Ｒ’／Ｒは１より小さくて、第２３０データリンク配
線から第６４１データリンク配線までの抵抗値比Ｒ’／Ｒは１より大きい。したがって、
本発明の第１データリンク配線から第２２８データリンク配線までは従来より大きい抵抗
値を有し、本発明の第２３０データリンク配線から第６４１データリンク配線までは従来
より小さい抵抗値を有する。
【００７０】
　さらに詳細に、第３６５～第６４１データリンク配線の抵抗値比Ｒ’／Ｒは大体１．５
で、本発明の第３６５～第６４１データリンク配線の抵抗値Ｒ’は従来に比べて１．５倍
程度ずつ増加する。また、第３６５データリンク配線から第１データリンク配線に行くほ
ど本発明の抵抗値Ｒ’は少しずつ減少して、従来の抵抗値Ｒは増加する。したがって、第
３６５データリンク配線から第１データリンク配線に行くほど抵抗値の比Ｒ’／Ｒは減少
して、本発明の第１データリンク配線は従来より約０．６４倍小さな抵抗値を有する。
【００７１】
　したがって、本発明では従来に比べて第１～第２２８データリンク配線におけるＲ’値
は減らして、第２３０～６４１データリンク配線におけるＲ’値は増加させることにより
、第１～第６４１データリンク配線に対応したＲ’値を対等な水準に確保することができ
る特徴がある。
【００７２】
　本発明では第２辺Ｓ２を４８００μｍに設計している。この時、従来によるリンク領域
の設計構造で本発明のような効果を得るためには第２辺Ｓ２を６７８４μｍに設計しなけ
ればならない。したがって、本発明では第２辺Ｓ２の長さを従来に比べて縮小設計するこ
とができて画像を具現しない非表示領域、すなわちベゼル（ｂｅｚｅｌ）領域を縮小設計
することを介してナロー型（ｎａｒｒｏｗ－ｔｙｐｅ）液晶表示装置を製作することがで
きる効果がある。
【００７３】
　以下、添付した図面を参照して本発明によるリンク領域の設計構造でａ、ｂ点を導出す
る方法に対して説明するようにする。
【００７４】
　図８は本発明によるリンク領域の設計方法を説明するための図面で、リンク領域にはｎ
個（ｎは自然数）のデータリンク配線が位置し、図８はリンク領域の左側半分に対応した
部分、すなわち、第１～第ｎ／２データリンク配線を示した図面である。
【００７５】
　図示したように、第１データリンク配線から第ｎ／２データリンク配線までの距離をＬ
１、前記第１データパッドから第ｎ／２データパッドまでの距離をＬ２、第ｎ／２データ
リンク配線の長さをＤ１と定義して、任意の点ａとｂとを選定した後、ｘ－ｙ座標平面に
移すようになれば、点（０，０）、（ｂ，０）、（Ｌ１，０）、（Ｌ１，Ｄ１）、（Ｌ１
－Ｌ２，Ｄ１）、（０，ａ）、（０，Ｄ１）を決定することができる。
【００７６】
　この時、点（０，ａ）と点（ｂ，０）が決定されると、点（ｂ，０）を通過し、かつ、
点（０，ａ）と点（Ｌ１－Ｌ２，Ｄ１）とを連結した直線に平行なデータリンク配線が、
点（Ｌ１－Ｌ２，Ｄ１）と点（Ｌ１，０）とを連結した直線と会う点（ｘ，ｙ）を決定す
ることができるので、前記点（ｘ，ｙ）は、点（０，ａ）と点（ｂ，０）とにより変動す
る変動点である。
【００７７】
　ここで、前記点（０，ａ）から（Ｌ１－Ｌ２，Ｄ１）までの距離をｆ１、点（ｂ，０）
から点（ｘ，ｙ）までの距離をｆ２、点（ｘ，ｙ）から点（Ｌ１－Ｌ２，Ｄ１）までの距
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離をｆ３と定義する。
【００７８】
　この時、前記点（０，ａ）、（ｂ，０）、（Ｌ１－Ｌ２，Ｄ１）、（ｘ，ｙ）に囲まれ
た部分を第１区域、点（ｂ，０）、（Ｌ１，０）、（ｘ，ｙ）に囲まれた部分を第２区域
だと定義すると、第１区域にｋ個（ｋはｎ／２より小さい自然数）のデータリンク配線が
位置する時、第１区域における第１平均リンクピッチＬＰ１はＴ１／ｋ、すなわち、第１
～第ｋデータ配線の個数に対する距離Ｔ１の比で定義される。また、第２区域に（ｎ／２
－ｋ）個のデータリンク配線が位置する時、第２区域における第２平均リンクピッチＬＰ
２はＴ２／（ｎ／２－ｋ）、すなわち、第（ｋ＋１）ないし第（ｎ／２）データリンク配
線の数に対する距離Ｔ２の比で定義される。
【００７９】
　ここで、前記Ｔ１はｆ１と点（ｂ，０）または点（０，ａ）とｆ２の最短距離、すなわ
ち、ｆ１とこれに平行したｆ２間の距離であって、Ｔ２はｆ２と点（Ｌ１，０）の最短距
離である。
【００８０】
　第１平均リンクピッチＬＰ１と第２平均リンクピッチＬＰ２とを求めた後、第１及び第
２区域における実際リンクピッチを求める。ｆ１からｆ２に行くほど第１区域に対応した
実際リンクピッチ、すなわち、第１リンクピッチは、差等的に減少する形態に設計されて
、第２区域に対応した実際リンクピッチ、すなわち、第２リンクピッチは、互いに同じで
あって、第２平均リンクピッチＬＰ２と同じになるように設計される。一方、第１区域で
、ｆ２に隣接した第１リンクピッチは第２リンクピッチ、すなわち、第２平均リンクピッ
チＬＰ２と同じであるようにする。続いて、ｆ１に隣接した第１リンクピッチはｆ２に隣
接した第１リンクピッチが第１平均リンクピッチＬＰ１から減少分だけ増加するようにす
る。したがって、ｆ１に隣接した第１リンクピッチをＬＰ（１）に示すならば、ＬＰ（１
）は次の式で表示することができる。
【００８１】
　ＬＰ（１）＝ＬＰ１＋（ＬＰ１－ＬＰ２）＝２×ＬＰ１－ＬＰ２
【００８２】
　したがって、第１区域に対応した他の第１リンクピッチはｆ１に隣接した第１リンクピ
ッチを初項、ｆ２に隣接した第１リンクピッチ、すなわち、第２平均リンクピッチＬＰ２
を最後の項とする等差数列で計算されることができる。ここで、ｆ１は第１データリンク
配線に対応して、ｆ２は第ｋデータリンク配線に対応する。すなわち、第１区域の第１リ
ンクピッチは隣接した第１リンクピッチ間に公差を有する等差数列をなす。すなわち、第
１ないし第ｋデータリンク配線のうち任意の第Ｘデータリンク配線に対して、第Ｘデータ
リンク配線に隣接した第１リンクピッチは次の式で表現される。
【００８３】
　ＬＰ（ｘ）＝ＬＰ（１）－｛（ＬＰ（１）－ＬＰ２）／ｋ｝＊ｘ、
【００８４】
　ここで、ｋ≧Ｘ≧１とする。
【００８５】
　前述した式に立脚して第１ないし第ｋデータリンク配線に対応した第１リンクピッチを
差等的に設計するようになる。
【００８６】
　図９Ａと図９Ｂはａ、ｂ点によるデータリンク配線の抵抗の最大値を示したグラフで、
第１区域の第１抵抗Ｒ１と第２区域の第２抵抗Ｒ２を比較して第１及び第２抵抗Ｒ１、Ｒ
２の最大値、すなわち、ＭＡＸ（Ｒ１、Ｒ２）を選択して三次元で示したグラフである。
特に、図９Ａと図９Ｂは相異なる視点から眺めたグラフである。
【００８７】
　図９Ａと図９Ｂに示したように、ａ点とｂ点の変化による第１及び第２抵抗値Ｒ１、Ｒ
２の最大値ＭＡＸ（Ｒ１、Ｒ２）を三次元のグラフで示している。この時、前記第１及び
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第２抵抗Ｒ１、Ｒ２の最大値ＭＡＸ（Ｒ１、Ｒ２）の最低値で現われるグラフの下端部分
が点ａ、ｂの最適点といえる。
【００８８】
　ここで、ａが大きくなると大きくなるほど第１及び第２抵抗Ｒ１、Ｒ２の最大値ＭＡＸ
（Ｒ１、Ｒ２）が小さくなる現象を示す。すなわち、ａが大きくなると抵抗側面では有利
であるが、第１及び第２リンクピッチの最小値が減少して、ＬＯＧ（ｌｉｎｅ　ｏｎ　ｇ
ｌａｓｓ）配線を設ける空間がなくなるので、ａの値を無制限増やすことはできない状況
である。
【００８９】
　一例で、１２８１チャネルで最小リンクピッチは６．５μｍに設定されるが、このよう
な最小ピッチ値を満足させるためにはａの値が１４００μｍに制限される問題がある。
【００９０】
　図１０はａ、ｂ値の変化による抵抗比と効率を示した表で、抵抗比は第２抵抗Ｒ２に対
する第１抵抗Ｒ１の百分率で表示されて、効率は第１及び第２抵抗Ｒ１、Ｒ２の全体抵抗
が減少する程度を意味する。これを参照しながら説明すれば、ａ値が増加するほど効率が
減少することが分かる。
【００９１】
　この時、ａ＝１４００μｍである時効率が最大であるが、ａ値が大きくなるほどＬＯＧ
配線が設計される空間が減少することに比べて、効率の増加分は不備だというのが分かる
。このような事項を考慮して見た時ａ点を１２００μｍで設計することが好ましい。
【００９２】
　いままで、本発明ではデータパッド部を重点的に説明したが、ゲートパッド部にも同じ
く適用することができるということは周知の事実であることである。
【００９３】
　したがって、本発明は前記実施形態に限られるのではなく、本発明の精神及び思想を外
れない限度内で多様に変形及び変更することができるということは自明な事実であること
である。
【００９４】
　以上のように、本発明では、第一に、リンク領域（ゲートリンク領域および／またはデ
ータリンク領域）の中央部における抵抗は増加させて、外端部における抵抗は減少させる
ようにし、抵抗値が全領域において均一かつ低減となるように設計することで、信号の伝
送遅延等の未充電問題を改善することができる。
【００９５】
　また、第二に、このような新しい構造のリンク設計を適用するようにしたので、より高
画質、高精度なナロー型液晶表示装置を製作することができる。
【図面の簡単な説明】
【００９６】
【図１】従来の液晶表示装置用アレイ基板を示した平面図である。
【図２】図１のＡ部分を拡大した図である。
【図３】図２のＡ部分の左側半分を拡大した図である。
【図４】本発明に係る液晶表示装置用アレイ基板を示した平面図である。
【図５】図４のＢ部分を拡大した図である。
【図６】図５を詳細に示した拡大平面図である。
【図７Ａ】本発明によるリンク領域の設計値を示した平面図である。
【図７Ｂ】従来と本発明によるリンク配線の抵抗値をグラフで示した説明図である。
【図７Ｃ】従来のリンク配線の抵抗値に対する本発明のリンク配線の抵抗値比をグラフで
示した説明図である。
【図８】本発明によるリンク領域の設計方法を説明するための説明図である。
【図９Ａ】点ａ、ｂによるデータリンク配線の抵抗最大値の変化をグラフで示した説明図
である。
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【図９Ｂ】点ａ、ｂによるデータリンク配線の抵抗最大値の変化をグラフで示した説明図
である。
【図１０】点ａとｂの値の変化による抵抗比と効率を示した表である。
【符号の説明】
【００９７】
　Ｇ　第１屈折線、Ｈ　第２屈折線、Ｆ１　第１リンクピッチ、Ｆ２　第２リンクピッチ
、Ｆ３　第３リンクピッチ、Ｆ１　第１リンクピッチ、ＤＬＬ１　第１データリンク配線
、ＤＬＬ（ｎ／２）　第（ｎ／２）データリンク配線、Ｗ　第１～第ｎ／２データリンク
配線幅、Ｓ１　第１辺、Ｓ２　第２辺、Ｓ３　第３辺、Ｓ４　第４辺、Ｉ　第１領域、Ｉ
Ｉ　第２領域、ＩＩＩ　第３領域、ＩＶ　第４領域。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図７Ａ】

【図７Ｂ】

【図７Ｃ】

【図８】

【図９Ａ】

【図９Ｂ】

【図１０】
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